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　　人口の動き

一9月1日現在一
男4，871（一2）

女4，971（一3）
言十　　　9，842（一5）

世帯数2，343（一1）

　　（）前月比較
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難

一9月の休日救急医

”日山口医院（下条）
15日千手診療所
18日富 田　医院（神明町）

23日至誠堂医院（西浦）
25日池田医院（本町西）
　　10月上旬の予定

2日！　“　　　　、．　　後ほと有線・広報無線放送でお知ら
9日　　　　　’』　　せします。

10日

　
野
ロ
諏
訪
神
社
の
例
祭
日
は
、
八
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
で
す
。

　
二
十
六
日
の
夜
に
は
「
芸
能
ま
つ
り
」
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
け
い

り
ま
し
た
の
で
、
境
内
は
参
詣
の
人
や
ら
見
物

の
人
や
ら
で
、
た
い
そ
う
な
に
ぎ
わ
い
で
し
た
．

　
第
一
部
の
カ
ラ
オ
ケ
は
八
時
半
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
、
の
ど
に
自
信
の
あ
る
人
た
ち
が
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
マ
イ
ク
を
握
っ
て
い
ま
し
た
．

　
第
二
部
の
「
民
謡
と
お
ど
り
」
は
保
存
会
の

「
神
楽
」
に
始
ま
り
、
小
・
中
学
生
、
松
扇
会
、

民
謡
会
、
老
友
会
が
次
か
ら
次
へ
と
歌
や
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
．
中
で
も
、
小
学
生
の
「
か

っ
ぽ
れ
」
と
中
学
生
の
「
か
べ
ぬ
り
お
け
さ
」

は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
十
分
に
表
れ
、

一
段
と
多
い
拍
手
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
芸
能
ま
つ
り
は
十
一
時
過
ぎ
ま
で
続
け
ら
れ

ま
し
た
。
　
（
写
真
は
、
伊
勢
音
頭
を
踊
る
前
に
参

詣
を
済
ま
せ
た
小
学
生
た
ち
）
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議会

告報

　
第
六
回
町
議
会
定
例
会
が
、
九
月
一
日
か
ら
十
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
一
日
に
は
、
議
長
、
副
議
長
選
挙
を
は
じ
め
、
常

任
委
員
の
選
任
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
会
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
こ
れ
ら
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
二
日
か
ら
七
日
ま
で
は
休
会
と
な
り
、
八
日
に
は

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
、
九
日
か
ら
は
条
例
の
改

正
や
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
模
様

は
十
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

小
川
議
長
・
小
林
副
議
長
を
再
選

　
議
長
、
副
議
長
な
ど
の
議
会
人
事
は
、

短
期
交
替
制
（
二
年
）
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
小
川
議
長
と
小
林
副
議

灘
難

繊

小川議長

　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　撃　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　9　　　　　　　－　　　　　　o　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　甲　　　　り　　　　・　　　一　　　一　　　一　　，　　一　　盧　，　一　一
〇曹♂一

長
は
辞
職
願
い
を
提
出
し
、
許
可
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
う
選
挙
の
結
果
は
、
議
長

に
小
川
清
次
氏
、
副
議
長
に
小
林
正
人

氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
票
の
満
票
を
得

て
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の

　
　
　
構
成
も
決
ま
る

　
常
任
委
員
会
の
新
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
（
◎
印
・
委
員
長
、
○
印
・

副
委
員
長
）

◇
総
務
文
教
常
任
委
員

◎
高
橋
弥
太
郎

小
海
貞
二

平
野
圭
二

小
川
清
次

○
小
林
寅
雄

戸
田
専
治

羽
鳥
欣
一

高橋総文委員長

◇
産
業
厚
生
常
任
委
員

　
◎
滋
野
一
郎
○
高
橋
礼
三

上
村
広
治
　

高
橋
長
夫

若
山
三
郎
登
坂
茂

保
坂
次
夫

⇔
建
設
社
会
常
任
委
員

◎
押
木
元
男

　
桑
原
要
雄

　
戸
田
哲
次

滋野産厚委員長

○
平
野
正
義

　
田
中
与
三
郎

　
小
林
正
人

　
　
レ

犠
　
　
　
　
　
臥

　
　
　
　
　
㌧
，
　
ウ

　
　
　
　
　
ダ
ぢ

　
　
　
　
姦
講

　
　
　
　
　
峯

鱗
馨
㎝
《
穐
、

押木建社委員長

⇔
雪
害
対
策
特
別
委
員

　
　
（
◎
印
・
委
員
長
、
○
印
・
副
委
員

　
長
、
＊
印
・
今
回
選
任
）

　
◎
小
海
貞
二
〇
＊
保
坂
次
夫

　
＊
桑
原
要
雄
　
　
＊
高
橋
長
夫

　
　
登
坂
茂
　
滋
野
一
郎

　
　
戸
田
哲
次
　
　
押
木
元
男

⇔
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
議

　
員
（
＊
今
回
当
選
）

　
平
野
正
義
　
小
林
正
人
＊
羽
鳥
欣
一

⇔
十
日
町
地
域
伝
染
病
舎
組
合
議
会
議

　
員
（
＊
今
回
当
選
）

　
小
川
清
次
＊
滋
野
一
郎

⇔
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
議

　
会
議
員
（
＊
今
回
当
選
）

　
小
川
清
次
＊
高
橋
礼
三
＊
滋
野
一
郎

監
査
委
員
は
戸
田
（
哲
）
氏

⇔
川
西
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会
議

　
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
も
の

　
戸
田
哲
次

小林副議長

◎
承
認
さ
れ
た
も
の

▽
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専
決
第
五
号
）

　
金
融
機
関
の
第
二
土
曜
日
休
業
に
伴

う
も
の
で
、
徴
収
猶
予
等
に
か
か
わ
る

延
滞
金
の
特
例
に
関
す
る
規
定
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
専
決
第
六
号
）

　
七
百
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
七
億
三
千

三
百
九
十
八
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
松
葉
荘
運
営
関

係
の
補
正
で
す
。
歳
入
は
食
事
料
、
歳

出
は
食
事
材
料
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。五

＋
七
年
度
の

　
水
道
事
業
会
計
決
算
を
認
定

　
収
益
的
収
支
の
う
ち
、
営
業
収
支
は
、

収
益
が
六
千
三
百
六
十
一
万
八
千
十
八

円
、
支
出
が
六
千
二
百
七
万
六
千
三
百

六
十
七
円
、
差
し
引
き
百
五
十
四
万
一

千
六
百
五
十
一
円
の
利
益
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
業
外
支
出
で
は
、
一
般
会

計
補
助
金
と
預
金
利
子
収
益
が
三
千
七

百
六
十
二
万
七
百
六
十
五
円
、
費
用
は

支
払
利
息
三
千
四
百
六
十
八
万
九
千
五

十
円
で
、
黒
字
が
二
百
九
十
三
万
一
千

七
百
十
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
収
益
収
支
は
四
百
四
十
七
万
三
千
三

百
六
十
六
円
の
黒
字
で
す
が
、
三
千
七

百
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　
次
に
資
本
的
収
支
状
況
は
、
上
野
浄

水
場
か
ら
越
ケ
沢
ト
ン
ネ
ル
付
近
ま
で

送
水
管
を
埋
設
し
、
松
葉
荘
へ
給
水
を

可
能
と
し
た
工
事
に
二
千
百
八
十
三
万

三
千
円
、
中
子
の
井
戸
整
備
と
導
水
管

布
設
工
事
に
三
百
五
万
円
を
支
払
い
ま

し
た
。

　
収
入
が
二
千
二
万
五
千
円
に
対
し
、

支
出
が
三
千
四
百
九
万
三
百
五
十
三
円
、

不
足
す
る
千
四
百
六
万
五
千
三
百
五
十

三
円
は
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
金

で
補
っ
て
い
ま
す
。

　
業
務
状
況
は
、
信
濃
川
伏
流
水
を
利

用
す
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
施
設
か
ら
、
一
日

最
大
約
千
立
方
メ
ー
ト
ル
の
受
水
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
普
及
率
は
九
八
・

八
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
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第4次総

卜会スタ

　
第
四
次
川
西
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
、
第
一
回
審
議
会
が
、
八
月
十
日
に
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
、
町
議
会
の
議
員
、
教
育
委
臭
云
の
委
員
、

農
業
委
ロ
臭
云
の
委
員
、
公
共
的
団
体
な
ど
の
役
員
や

職
員
、
学
識
経
験
を
有
す
る
人
の
う
ち
か
ら
、
町
長

が
任
命
し
ま
す
が
、
今
回
は
三
十
四
人
の
方
々
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
会
長
に
小
川
清
次
氏
、
副
会
長
に
水
品
正
一
郎
氏

を
互
選
し
た
後
、
南
雲
町
長
か
ら
の
諮
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
は
三
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
調
杏
薯
議
を
行

い
ま
す
。
策
定
会
議
や
審
議
会
も
数
回
重
ね
ら
れ
、

今年中には

答
申
が
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

総
合
開
発
計
画
は
町
づ
く
り
の
指
針

　
川
西
町
は
、
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら

四
十
八
年
度
ま
で
を
第
一
次
、
四
十
九

年
度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で
を
第
二
次
、

そ
し
て
、
五
十
四
年
度
か
ら
五
十
八
年

度
ま
で
を
第
三
次
と
し
て
総
合
開
発
計

画
を
立
て
、
産
業
交
通
基
盤
づ
く
り
、

環
境
づ
く
り
、
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通j・川会長に諮問書を手渡す南雲町長

じ
て
の
人
づ
く
り
な
ど
の
指
針
に
基
づ

』
き
行
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
開
発
計
画
は
、
お
お
む
ね
十
年

先
の
町
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
の
”
基

本
構
想
”
、
五
年
間
に
実
施
す
べ
き
事

業
を
示
し
た
“
基
本
計
画
”
、
さ
ら
に
、

三
年
間
に
行
う
具
体
的
事
業
を
掲
げ
た

〃
実
施
計
画
”
か
ら
成
り
立
ち
ま
す
。

　
第
三
次
総
合
開
発
計
画
で
は
、
昭
和

六
十
五
年
を
見
わ
た
し
た
基
本
構
想
を

立
て
て
い
ま
す
が
、
基
本
計
画
は
五
十

八
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
第
四
次
総
合
開
発
計
画
を

作
成
す
る
た
め
、
審
議
会
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
わ
け
で
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
の
わ
が
国
の
社
会
・
経

済
の
急
激
な
変
化
は
、
地
方
行
政
は
も

と
よ
り
、
住
民
の
意
識
や
生
活
の
あ
り

さ
ま
な
ど
、
物
心
両
面
に
わ
た
っ
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
川
西
町
の
財
政
も
ま
こ
と
に
厳
し
い
『

状
態
で
す
。
他
町
村
に
先
駆
け
て
臨
時

行
財
政
調
査
会
を
設
置
し
、
答
申
を
得

て
行
財
政
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
ゆ

え
ん
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
要
望
に
こ
た
え
、

「
う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
で
活
力
あ
る

町
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
昭
和
七

十
年
を
目
標
年
次
と
す
る
「
第
四
次
総

合
開
発
計
画
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

審議会委員の顔ぶれ

　　　　　　（敬称略）

会長小川清次
副会長　水品正一郎

部会構成（◎委員長、O副委員長）

レ第一部会（産業・建設）

保坂次夫、桑原要雄、滋野一郎、

水品正一郎、山岸真治、南雲博、

若山源治、黒嶋善助、清水俊六、

丸山一徳、◎丸山久一郎、山岸俊

男、中沢正、○北村日出太

1〉第二部会（保健衛生・福祉）

◎小林正人、○押木喜策、戸田禎

一
、
押 木立能、須藤誠一、田中三

千子、羽鳥力夫、渡辺一郎、中林

騰、高橋愛子

1〉第三部会（教育文化・行財政）

小川清次、羽鳥欣一、高津冨士男、

◎石沢邦治、南雲ハルエ、古沢棟

総肇畢存小山　庭野／

「
き
髭
ん

愉ね

2
か
茸
く
ー
し

　
D

追
納
を
す
る
と

　
　
　
　
　
し
な
い
と
で
は
大
違
い

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
ら
追
納
を

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
必
ず
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
納
付
の
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
て
も
、
万
一
の
と
き

に
支
給
さ
れ
る
障
害
年
金
や
母
子
年

金
な
ど
は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
と
年
金
額
に
は
変
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
六
十
五
歳
か
ら
受
け

る
老
齢
年
金
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
そ
の

期
間
の
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め

た
場
合
の
三
分
の
一
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
不
利
な
免
除
期
間

も
、
免
除
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
そ
の
当
時
の

金
額
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
追
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
の
納
付
済
期

間
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
追
納
し
た
場
合
の
年
金
額

は
、
保
険
料
を
納
め
て
い
た
場
合
と

同
じ
に
な
り
ま
す
。

　
二
十
五
年
の
う
ち
、
十
年
間
の
免

除
が
あ
る
と
な
し
で
は
、
年
金
額
で

約
十
五
万
一
千
円
も
の
大
き
な
差
と

な
り
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
た
人
は
、
生
活
に
ゆ

と
り
が
で
き
た
ら
「
追
納
」
す
る
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
追
納
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
年
金
係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

よかったね………追納してて

義
～、

（
（

　
　
　
弱
・

　
’
〆
　
　
翰
・
・
輩
紘

　
　
　
　
　
　
り

（
一
　
纂
麗

グ
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．
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．
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．
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『
穆
動
総
賜
』
始
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
小
脇
と

　
南
雲
町
長
の
「
三
つ
の
公
約
」
の
う

ち
の
一
つ
「
移
動
役
場
」
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
「
移
動
役
場
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

役
場
の
距
離
を
近
づ
け
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
と
こ
ろ
へ
こ
ち
ら
か
ら
出
向
き
、

地
域
の
問
題
や
町
の
将
来
な
ど
、
ひ
ざ

を
交
え
て
気
軽
に
話
し
合
う
た
め
の
も

の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
ま
す

が
、
や
れ
る
も
の
は
す
ぐ
や
る
意
気
込

み
で
臨
ん
で
い
ま
す
」
と
町
長
は
趣
旨

を
説
明
し
ま
し
た
。

　
八
月
十
日
夜
の
小
脇
集
落
セ
ン
タ
ー

で
は
、
①
小
脇
部
落
の
生
命
線
国
道
4

0
4
号
線
の
改
良
、
無
雪
化
。
②
仙
田

小
学
校
小
脇
分
校
の
将
来
。
③
企
業
誘

致
な
ど
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
は
、
①
4
0
4
号
線
は
現
在
口
同

速
化
は
要
し
な
い
路
線
な
の
で
、
改
良

の
予
算
付
け
は
ど
う
し
て
も
後
回
し
に

田
一
月
で
実
施

な
る
。
小
脇
・
室
島
間
の
完
全
除
雪
は

改
良
し
て
危
険
が
な
く
な
る
ま
で
は
難

し
い
。
②
字
校
統
合
は
必
要
と
な
っ
た

時
点
に
教
童
安
員
会
で
考
え
る
。
小
脇

は
将
来
的
に
は
住
み
よ
く
な
る
で
あ
ろ

難　
　
場

難　
　
会

響
戸

糠鍵

田

う
。
③
釆
年
度
か
ら
企
業
誘
致
の
専
門

職
員
を
置
く
。
小
回
り
の
き
く
企
業
の

ほ
う
が
望
ま
し
い
。
と
答
え
て
い
ま
す
。

　
八
月
二
十
九
日
夜
に
は
田
戸
公
民
館

に
出
向
き
、
①
部
落
内
の
圧
雪
を
公
平

に
。
②
地
す
べ
り
地
帯
の
追
加
指
定
を
。

③
中
学
校
生
徒
の
通
学
安
全
対
策
な
ど

の
要
望
を
受
け
ま
し
た
。

　
町
側
は
、
①
建
設
課
で
検
討
し
善
処

す
る
。
②
仙
田
地
区
振
興
会
を
通
じ
て

関
係
機
関
へ
要
望
し
て
い
る
。
③
越
ケ

沢
ト
ン
ネ
ル
か
ら
田
戸
ま
で
の
夜
道
は

危
険
な
の
で
早
速
ケ
リ
を
つ
け
る
。
と

回
答
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
田
戸
部
落
は
、
か
つ
て
は
五
十
数

戸
あ
っ
た
が
、
今
で
は
二
十
五
戸
に
な

り
か
ろ
う
じ
て
集
落
の
形
態
を
維
持
し

て
い
る
。
残
っ
て
い
る
も
の
は
こ
の
地

を
生
活
の
基
盤
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
よ
ろ
し
く
」
と
い
う
こ
と
で
閉
会
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
．
．
2

騰鐵織、

場会脇、j，

住
宅
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
五
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
統

計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
「
住
宅
の
国
勢
調
査
」

と
い
わ
れ
る
大
規
模
な
調
査
で
、
私
た

ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
国
や
県

・
市
町
村
の
住
宅
建
設
計
画
、
都
市
計

画
、
環
境
整
備
計
画
な
ど
を
立
て
る
た

め
の
資
料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
全
国
で

約
四
百
万
世
帯
、
川
西
町
で
は
約
百
世

帯
で
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
、
県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た

ご
家
庭
を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
し
た
事
柄
は
、
統
計
を
作
る
た

め
だ
け
に
使
わ
れ
ま
す
。

騰註覇繍辮鞭、甑

一　 一　一箋　＿　　　　一　　 ン難

　　　　竃羅　羅難羅齢灘甕羅

一
嚢

麟
灘
臓
　
讐
襲
麗
罵
聾
議
　
　
　
蝋
鰯
　
曇

　
　
1

一

義
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
の

心
　
　
　
　
皿
。

“・撫
　
醐

々村の西川

　
お
待
た
せ
し
て
お
り
ま
し
た
「
町

史
こ
ぼ
れ
話
」
の
第
四
集
が
、
編
さ

ん
委
員
会
か
ら
九
月
三
十
日
に
発
刊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
上
野
の
星
名
茂
利
先
生
が
、

昔
、
仙
田
の
旧
家
か
ら
譲
り
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん

た
い
せ
つ
に
所
蔵
し
て
こ
ら
れ
た
元

ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
か
が
み

禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
「
村
鑑
」

を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
さ
し

　
「
村
鑑
」
は
、
別
の
名
を
「
村
差

だ
し
め
い
さ
い
ち
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
む
ら
か
た
か
き
あ
げ
ち
ょ
う

出
明
細
帳
」
と
か
「
村
方
書
上
帳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
が

と
も
呼
ば
れ
て
、
代
官
の
代
替
わ
り

　
か
い
そ
ん

や
回
村
（
村
々
を
見
て
歩
く
）
の
場

合
な
ど
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
の
「
町
勢
要
覧
」
に
相
当
す
る

大
事
な
記
録
で
、
こ
れ
を
収
め
た

「
町
史
こ
ぼ
れ
話
」
の
第
四
集
は
、

約
三
百
年
も
前
の
川
西
の
村
々
や
、

つ
ま
り
ご
う

妻
有
郷
全
体
の
様
子
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
得
難
い
史
料
で
す
。

　
当
時
は
、
い
わ
ゆ
る
元
隷
時
代
で
、

鄭雌

発
皇
朝
の
こ
の
時
期
は
、
江
戸

購
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
蛮
し
　
　
　
　
　
譜

　
あ
り
、
幕
府
や
藩
の
体
制
は
と
み
に

　
安
定
し
、
学
問
や
文
化
は
興
隆
し
て

　
随
所
に
清
新
な
気
風
が
み
な
ぎ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
そ
で

　
町
人
が
台
頭
し
、
元
隷
小
袖
の
男
女

　
が
花
見
踊
り
に
う
か
れ
な
ど
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
ら
ん

　
徳
川
の
治
政
下
で
も
ひ
と
き
わ
絢
燗

　
と
輝
い
た
時
代
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
る
い

　
あ
わ
こ
の
よ
う
な
世
相
下
で
、
　
「
生
類

　
憐
れ
み
の
令
」
が
数
回
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
わ
い

　
布
令
さ
れ
、
い
っ
ぽ
う
で
は
、
卑
狼

　
な
著
作
を
出
版
し
た
文
化
人
四
名
が

　
幕
府
か
ら
き
び
し
く
処
断
さ
れ
た
り

　
し
た
の
が
、
こ
ん
ど
発
刊
さ
れ
る

　
「
こ
ぼ
れ
話
」
の
も
と
に
な
っ
た
元

　
腺
七
年
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。
こ
の

　
時
代
の
、
川
西
の
村
々
の
様
子
は
ど

　
ん
な
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
ま
つ
だ
い
ら
み
つ
な
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
ご

　
　
松
平
光
長
（
徳
川
家
康
の
曾
孫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
え
い

　
の
高
田
在
城
は
、
寛
永
元
年
（
一
六

　
二
四
）
か
ら
五
十
七
年
も
の
長
い
期

　
間
に
及
び
ま
し
た
が
、
家
臣
の
間
の

　
感
情
的
な
対
立
か
ら
お
こ
っ
た
お
家

　
　
　
　
て
ん
な

　
騒
動
（
天
和
元
年
・
一
六
八
一
）
で
、

　
そ
の
領
地
（
川
西
町
の
全
域
を
含
む
）

　
領
（
天
領
）
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
元
様
年
間
の
川
西

　
霧
谷
、
高
倉
、
小
脇
、
桐
山
、
室
島
、

　
中
仙
田
、
赤
谷
、
岩
瀬
、
大
倉
、
大

　
白
倉
、
小
白
倉
、
大
貝
、
新
町
新
田
、

町
曙
畢
、
響
難
轟

　
幕
府
第
五
代
将
軍
綱
吉
の
治
政
下
に
　
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

　
は
、
す
べ
て
没
収
さ
れ
て
幕
府
直
轄
　
　
　

町
は
全
村
が
天
領
で
、
森
寺
ケ
鼎

　
崎
、
塩
辛
、
越
ケ
沢
、
田
戸
、
藤
沢
、
　
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
隅
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子供とお年寄りを

　事故から守ろう

　新潟県内での交通事故による死

者数は、8月17日現在で112人と

なっています。昨年より6人の減

少です。しかし、ケガをした人は

5，985人で、794人も増加してい
ます。（町の状況は12ページを参照）

　死亡事故の内容を見ると、相変

わらず子供とお年寄りが多く、と

りわけお年寄りの犠牲者が目だち

ます。

　今年もr秋の全国交通安全運動」

が行われますが、　「子供とお年寄

りを事故から守ろう」が重点テー

マの一つとなっています。

保
護
司
の

異
動
が
あ
り
ま
し
た

○
退
任
　
小
林
清
さ
ん
（
中
仙
田
）

　
　
　
　
〈
五
月
十
七
日
付
〉

○
就
任
　
樋
口
虎
一
さ
ん
（
田
戸
）

　
　
　
　
〈
八
月
二
十
七
日
付
〉

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　『　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　一　一｝一

ミ社明募金≧に

45万円余

お
年
寄
り
の

交
通
安
全
五
訓

①
外
出
し
た
と
き
に
は
、
明
る
い
う
ち

　
に
帰
宅
し
よ
う

②
歩
道
の
あ
る
道
路
で
は
、
必
ず
歩
道

　
を
、
歩
道
の
な
い
道
路
で
は
右
は
し

　
を
歩
こ
う

③
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
左
右
の

　
安
全
を
確
か
め
て
、
無
理
を
し
な
い

　
で
渡
ろ
う

④
踏
切
で
は
必
ず
一
度
止
ま
っ
て
、
右

　
左
の
安
全
を
確
か
め
よ
う

⑤
自
転
車
で
、
右
へ
曲
が
る
と
き
に
は
、

　
一
度
止
ま
っ
て
右
後
ろ
の
安
全
を
確

　
か
め
よ
う

！健章　ゆ
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
七
月
中
に

実
施
し
た
封
筒
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
目
標
額
　
四
六
七
、
○
○
○
円

　
（
一
戸
当
た
り
二
〇
〇
円
で
実
施
）

◎
実
績
額
　
四
五
四
、
七
八
四
円

◎
達
成
率
　
九
七
・
四
％

・一嘲》一》・一一》》ゾy一

　
　
田
、
伊
勢
平
治
、
友
重
、
沖
立
、
黒

　
　
島
、
中
屋
敷
、
水
口
沢
、
千
手
堂
、

　
　
上
新
井
、
東
善
寺
、
山
野
田
の
三
十

　
　
八
か
村
が
十
日
町
組
に
属
し
、
仁
田
、

　
　
野
口
の
二
か
村
は
小
千
谷
組
に
加
わ

　
　
　
　
　
ば
ば
　
　
し
ん
う
　
え
も
ん

　
　
っ
て
、
馬
場
新
右
衛
門
代
官
の
支
配

　
　
下
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
こ
の
こ
ろ
の
、
川
西
町
の
人
口
は

　
　
お
よ
そ
四
千
五
百
八
十
人
ほ
ど
に
な

　
　
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
、
人
間
的
な
扱

　
　
い
を
受
け
な
い
で
差
別
さ
れ
て
い
た

　
　
不
幸
な
人
た
ち
が
か
な
り
い
た
事
実

　
　
を
考
え
ま
す
と
、
現
在
の
人
口
の
約

　
　
半
分
に
当
た
る
五
千
人
に
近
い
人
が

　
　
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
注
目
し
た
い
の
は
、
男
子
の
人
口

　
　
が
二
千
五
百
四
十
人
を
数
え
ま
す
の

　
　
に
、
女
子
は
そ
れ
よ
り
五
百
人
も
少

　
な
い
二
千
四
十
人
で
、
男
子
に
比
較

　
す
る
と
圧
倒
的
に
少
な
い
こ
と
で
す
。

　
五
十
五
年
十
一
月
号
の
本
欄
（
間
引

　
か
れ
た
女
性
）
で
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、

　
も
と
も
と
、
自
然
の
法
則
か
ら
い
っ

　
　
て
も
男
女
の
比
率
は
ほ
ぼ
同
数
で
な

　
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
の
に
、
そ
の
差

　
が
こ
う
も
は
な
は
だ
し
い
の
は
、
ク

　
チ
ベ
ラ
シ
を
お
も
な
目
的
と
し
た

　
　
「
間
引
き
」
が
、
と
く
に
女
児
に
向

　
け
て
行
わ
れ
た
悲
し
い
時
代
で
あ
っ

　
た
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
て
い
ど
で
し
た
。
　
（
現
在
は
、
減
反

　
や
転
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
な
お
七

　
万
俵
を
超
え
る
勢
い
で
す
）
。
橘
、

　
上
野
、
千
手
の
村
々
で
は
、
百
姓
の

　
鐸
羅
馨
嚢
馨
　
嚢
轟
藝
嚢

難
随

　灘灘講　　
灘

　
灘

陥
　
・

，
　
赫叢

　
　
ど
ん
な
に
汗
し
て
働
い
て
も
、
米

灘
の
取
れ
高
は
一
万
俵
が
少
し
欠
け
る

灘麟・

騨
離
離
謙
灘
舞
響
灘
灘
灘
響
羅
欝
欄
難
雛
縣
羅
蟹
灘
灘
嬉

　
　
　
　
　
　
　
　
き
カ
み

し
た
。
仙
田
村
で
は
木
紙
（
和
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ぞ

が
特
産
で
、
原
料
の
楮
は
岩
瀬
、
赤

谷
、
中
仙
田
の
段
々
畑
を
は
じ
め
村

　
　
い
や
し
き

村
の
居
屋
敷
や
空
き
地
に
所
せ
ま
し

と
植
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
村
ご
と
の
戸
数
や
人
口
、
耕
地
、

収
穫
高
、
生
活
状
況
な
ど
、
ご
紹
介

し
た
い
事
項
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
欄
で
全
部
を
紹
介
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
元
禄
時
代

の
村
々
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
り

に
な
り
た
い
方
は
「
こ
ぼ
れ
話
」
の

第
四
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
史
こ
ぼ
れ
話
（
第
四
集
）

　
　
今
月
中
に
発
刊

　
ご
希
望
の
方
は
、
近
日
中
に
回
覧

さ
れ
る
申
込
用
紙
に
必
要
数
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
頒
価
（
実
費
）
は
一

冊
千
円
で
す
。
町
外
の
方
は
送
料
共

千
二
百
五
十
円
を
、
〒
9
4
8
－
0

1
　
新
潟
県
中
魚
沼
郡
川
西
町
　
歴

史
民
俗
資
料
館
内
、
川
西
町
史
編
さ

ん
室
あ
て
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

酒
井
学
（
十
日
町
市
山
谷
）
、
登
坂

・
指
上
申
飢
人
御
救
米
頂
戴
一
札
之

事
（
一
七
八
四
）
・
魚
沼
郡
中
屋
敷

村
明
細
村
鑑
帳
（
一
七
四
二
）
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
藝
難
職
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

さ
く
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ぢ
み
　
灘

作
間
稼
ぎ
（
仕
事
の
合
間
）
に
縮
の
　
・

生
産
が
盛
ん
で
、
そ
の
原
料
と
な
る
　
撒

馨
は
野
。
・
仁
田
村
を
中
心
と
し
撒

た
平
場
の
全
域
に
栽
焙
さ
れ
て
い
ま
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰

茂
（
岩
瀬
）
、
南
雲
栄
介
（
中
●
屋
敷
V
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

囹
主
な
提
供
資
料
〔
へ
）
内
西
暦
〕
　
鶴
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養長寿ヤをお祝いします

ー
、
、
ノ

“

っ
、

“54こ

ひだ亀ヤ

　
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
、
ま
た
、

こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
老
人
福
祉
週
間

で
す
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
、
こ
れ
ま
で
多
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
お
年
寄
り
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う

と
と
も
に
、
お
年
寄
り
自
ら
も
常
に
心

身
の
健
康
に
注
意
し
、
こ
れ
ま
で
に
培

っ
て
き
た
知
識
と
経
験
を
さ
ら
に
社
会

に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
川
西
町
に
は
、
七
十
五
歳
以
上
の
お

年
寄
り
が
六
百
十
一
人
お
い
で
で
す
。

こ
れ
は
町
の
人
口
の
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
に
当
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
に

は
、
十
五
日
に
町
や
県
か
ら
敬
老
祝
品

が
贈
ら
れ
ま
す
。

価
値
あ
る
人
生
で
す

　
人
間
が
老
い
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん

“
年
の
せ
い
”
も
あ
り
ま
す
が
、
気
持

ち
の
持
ち
方
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
好
奇
心
を
失
わ
ず
、
い
つ

ま
で
も
他
人
に
対
す
る
思
い
や
り
の
心

を
持
ち
続
け
て
い
る
お
年
寄
り
こ
そ
、

自
立
す
る
老
人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
町
に
は
元
気
な
お
年
寄
り
が
大
ぜ
い

価
値
あ
る
人
生
を
お
過
ご
し
で
す
が
、

そ
の
中
の
四
人
の
方
か
ら
お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

野
良
仕
事
が

で
き
て
幸
せ
で
す
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鐘譲懇護灘贈鯵灘叢講．

鞭灘麟
譲雛i難i灘鑛繍i翻　　驚叢i麟墾鐙

　雛塞嚢

雛轟懸纈灘繊総馨灘纏霞叢灘

　総　　欝羨

繋9磯麹幾麟㈱　　轟灘
鱗繋爵蟻

継叢難縫灘篠i麹　　郷歳嶽叢醗

　雛叢灘

雛嚢鐸叢徽魏鱗糠鍵　　§叢

麺購難蓮瀞掻

鑑饗羅灘蓬翼穣媛鱒灘灘慈認謙翻

　蒙緯

鱗灘講麟
難灘懸鰺纐醗灘磯蓬蕩簸蓬麹

　　高

高原
　　田
橋

酋
豆
こム
！口

さ

ん
（88）

　
毎
朝
五
時
四
十
分
ご
ろ
き
ち
ん
と
起

き
、
ま
ず
、
お
茶
を
一
杯
。

　
遊
ん
で
い
る
よ
り
も
仕
事
を
し
て
い

た
ほ
う
が
健
康
に
い
い
で
す
か
ら
、
毎

日
野
良
仕
事
に
出
か
け
ま
す
。

　
コ
バ
イ
ギ
を
や
っ
て
い
た
こ
ろ
を
い

ち
ば
ん
思
い
出
し
ま
す
。

　
東
京
の
孫
娘
や
長
岡
の
ひ
こ
た
ち
が

遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
腰
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
、
ぶ
ら
下

が
り
体
操
や
腕
立
て
伏
せ
を
し
て
い
ま

す
。

野
ロ

大
久
保
ミ
子
さ
ん
㈹

気
丈
に

生
き
て
き
ま
し
た

　
い
ろ
い
ろ
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
気

丈
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
八
十
八
、
九

ま
で
と
い
う
と
人
生
は
長
い
で
す
よ
。

　
一
人
用
が
足
る
の
が
何
よ
り
で
す
。

毎
日
家
の
付
近
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

　
食
べ
物
に
は
気
を
つ
け
て
い
て
、
好

物
の
お
茶
も
あ
ま
り
飲
ま
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
好
き
な
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
幸
せ

で
す
が
、
今
一
度
手
ま
り
作
り
や
菊
作

り
が
や
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●　　　　　　　　　・　　　　　　　　o　　　　　　　　o　　　　　　　　．　　　　　　　o　　　　　　　一　　　　　　　．　　　　　　り　　　　　　．　　　　　　．　　　　　o　　　　　・　　　　　・　　　　・　　　　●　　　　o　　　o　　　－　　　．　　一　　，　　9　0　．　o
一・一

　
　
　
増
田
文
吉
さ
ん
僻

　
家
に
い
る
よ
り
、
草
な
ぎ
を
し
て
い

る
ほ
う
が
体
の
具
合
が
い
い
で
す
。
今

年
春
に
買
っ
た
カ
マ
は
鋼
の
と
こ
ろ
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
「
学
校
よ
り
山
へ
行
け
」
と
親
に
言

わ
れ
た
こ
と
が
頭
に
残
っ
て
い
ま
す
。

年
金
を
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
ハ

　
　
室
島
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
”

　
楽
し
み
は
な
ん
と
い
っ
て
も
年
金
で

す
。
半
分
貯
金
、
半
分
小
遣
い
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
が
．
．
．
．
．
．
。

　
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
腹
八
分
目
に
し
て
い
ま

す
。
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上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
上
村
キ
ヨ
さ
ん
僻

気
ま
ま
に

　
暮
ら
し
て
い
ま
す

　
マ
メ
で
ご
飯
が
い
つ
も
お
い
し
い
で

す
。
食
事
は
平
ら
に
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
に
は
特
別
気
を
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。
血
圧
の
薬
は
欠
か
さ
ず
飲
ん
で
い

ま
す
が
…
…
。

　
気
ま
ま
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

た
ま
に
は
草
取
り
も
し
ま
す
。

　
若
い
と
き
は
機
織
り
を
し
て
い
ま
し

た
。　

テ
レ
ビ
は
一
日
見
て
い
て
も
疲
れ
ま

せ
ん
。
　
「
お
し
ん
」
や
「
大
岡
越
前
」

が
好
き
で
す
。
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藤
本
秀
雄
さ
ん

　
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）

新
横

　
九
月
一
日

付
が
発
表
さ

　
番
付
に
は

載
り
ま
し
た

昨
年
よ
り
三

東
の
横
綱

モ
ン
さ
ん
が

で
、
ま
た
、
、

の
平
野
荘
二

し
、
中
仙
田

の
星
名
正
治

進
し
ま
し
た
、

生
き
を
し
た
だ
け
で
は
番
付
に
名
を
連

ね
た
意
義
が
薄
く
な
り
ま
す
。

　
私
ど
も
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
三

代
に
わ
た
り
勤
勉
努
力
を
つ
く
し
、
つ

め
に
安
定
し
た
家
庭
を
築
か
れ
た
功
績

は
言
語
に
は
つ
く
し
が
た
い
と
、
活
字

の
上
で
は
褒
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
私
ど
も
一
般
の
老
人
は
、
そ

老
人
会
の
私
ど
も
は
、
毎
年
発
表
さ
　
　
い
に
世

れ
る
長
寿
者
番
付
に
載
る
こ
と
を
一
つ
　
　
展
に
貢

の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
　
　
に
耐
え

働
こ
う
と
い
う
気
構
え
が鍵畏

冠
た
る
日
本
の
復
興
と
発

、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
苦
難

な
ん難

を
克
服
し
て
子
孫
の
た

た
い
せ
つ

ん
な
お
褒
め
の
言
葉
に
喜
ん
で
い
る
ほ

ど
の
功
績
を
挙
げ
て
い
る
と
自
負
し
て

い
る
人
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ

じ
く
じ

伍
促
た
る
思
い
を
し
て
い
る
人
は
私
一

人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
人
生
の
夕
暮
時
に
、
私
ど
も
の

望
む
も
の
、
今
後
の
私
ど
も
の
目
ざ
す

も
の
f
。
私
は
家
族
の
一
人
と
し
て
、

私
の
存
在
を
認
め
ら
れ
、
敬
わ
れ
て
い

て
し
か
も
懐
か
れ
て
い
る
、
今
日
一
日

私
が
留
守
に
す
る
と
、
何
か
家
の
中
に

穴
が
あ
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ

ん
な
存
在
に
な
り
た
い
の
で
す
。
わ
が

国
は
、
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で
つ
い

に
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
認
識
を

持
ち
、
元
気
な
間
は
働
こ
う
と
い
う
気

構
え
が
た
い
せ
つ
と
思
い
ま
す
。

　
お
互
い
老
人
な
り
に
、
平
素
い
っ
そ

う
健
康
の
増
進
に
努
力
し
て
、
光
り
輝

や
い
た
毎
日
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

川西町長寿者番付表 （9月1日現在）

氏　　名 町内名 屋　号 生年月日 鱗 番付 氏　　名 町内名 屋　号 生年月日 鞭
高橋ミツ 中仙田 龍　　田

明治

23．3．1 93 横綱 星名正治 伊　　友 木　　村
明治

23．3．5 93

中川トキ 仁　　田 橋　　場 23」12．5 92 大関 登坂ヨ子 岩　　瀬 甚　　助 24．7．18 92

中村ソモ 大白倉 伊ノ助 24．8．25 92 〃 田辺トハ 神社町 大　　上 24．11．25 91

丸山周作 原　　田 上　　方 25．1．27 91 関脇 小海政治 小根岸 新　　屋 25．6．7 91

高橋徳一 伊　　友
晶
月
リ 25．12．10 90 ノノ 星野トク 野　　ロ 五衛門 26．2．6 90

南雲角治 中仙田 佑台兵衛 26．3．25 90 小結 酒井クラ’上 町 小　　路 26，4，” 90

山村トシ 田中町 山　　村 26舎6．25 90 〃 五十川キン 沖　　立 六兵衛 26．11．19 89

高橋末松 三　　領 幸工門 26．12．12 89 前頭 藤巻力雄 上　　野 藤巻医院 27．3．16 89

阿部トワ 木　　島 阿部木工 27．7．21 89 2 柄沢紋治 沖　　立 栄　　吉 27．10．10 88

若山千蔵 新町新田 佐左工門 27．10．15 88 5 小川駒治 山
石 瀬治郎左ゴ『27．10．20 88

南雲モト 四郎兼 喜久屋 27．12．2 88 4 星名佐藤治 上　　野 星　　名 27．12．11 88

高橋キヤウ 坪　　山 文四郎 28．2．10 88 5 大久保ミ子 野　　口 安右工門 28．2．24 88

高橋豊治 高原田 音　　助 28．3．1 88 6 江口常治 小自倉 か　　じ 28．3．28 88

柳　藤吉 学校町 音　　松 28．4．4 88 7 小林カネ 中仙田 兵五郎 28．6．10 88

沢口由蔵 下平新田 沢　　与 28．9．25 87 8 川崎孝治 元　　町 川　　崎 28．9．28 87

斎木松治郎 小　　脇 宮　　田 28．10．16 87 9 小島クニ 新町新田 橋　　場 28．II．28 87

米山広松 室　　島 杉　　原 28．12．6 87 10 和久井イト 木　　落 勘　　七 28．12．24 87

羽鳥徳三郎 伊　　友 又四郎 29．1．10 87 11 上村キヨ 上　　野 又　　八 29。1．13 87

小川チサ 学校町 茂　　七 29．2．11 87 12 増田文吉 室　　島 文　　蔵 29．2．15 87

星名福三郎 伊　　友 福見屋 29．2．17 87 15 藤巻マキ 塩　　辛 げつぜん 29．3．31 87

須藤軍平 下　　原 きそうえん29．4．15 87 14 水品トキ 新町新田 仙　　年 29．5．5 87

田村チカ 赤　　谷 久兵工 29．5．30 87 15 小川国吉 岩　　瀬 幸　　吉 29．6．22 87

市川イト 中島町 勇　　屋 29．6．29 87 十両 柄沢壮吉 沖　　立 大　　林 29．8．28 87

白井セイ 寺　　尾 新白屋 29．9．21 86 2 斎木周作 小　　脇 勘兵工 29．9．28 86

小海ソキ 上　　野 小　　清 29，9．30 86 5 高橋マツ 仁　　田 政五郎 29．10．1 86

桐生重吉 大白倉 浦 29．10．14 86 4 平野キイ 上　　町 ’野機械唐29．10，24 86

池竹セン 原　　田 庄兵工 29．II。15 86 5 高橋コノ 学校町 角　　屋 29．II．20 86

丸山ムメ 根　　深 五郎兵工 29．12．7 86 6 村山庄八 高原田 街道端 30．1．23 86

登坂カウ 岩　　瀬 庄左工門 30．2．10 86 7 北村クメ 山野田 くりや 30．4．10 86

田村ノイ 赤　　谷 久　　助 30．4．19 86 8 高橋安国 高　　倉 安右ゴ『 30．5．23 86

米山サク 室　　島 治郎いん 30．7．20 86 9 村越タケ 野　　ロ 五　　助 30．7．24 86

小林トヤ 元　　町 吉右工門 30．7．24 86 10 小海保貞 田中町 大洋堂 30．8．13 86
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千
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祭
り
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溜
　
　
　
．
上
野
諏
訪
祭
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川
西
中
吹
奏
楽
ク
ラ
ブ
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恒
例
の
仮
装
大
会

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
新
潟
県
　
　
子
供
団
体
一
位
は
「
五
忍
者
」

会
、
中
学
校
B
の
部
「
金
賞
お
腕
　
　
　
　
翔
』

を
披
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
鎌

　稲の穂は黄金に波うち、いよい
よ収穫の秋となりました。

　8月下旬から9月上旬にかけて
は、連日30度を超す気温で、残暑
というより酷暑と表現したほうが
よいようでした。

　しかし、この暑さは稲の実入り
には好影響を与え、今年も豊作が
予想されます。

　8月15日現在の魚沼の作況指数
は103のrやや良」となっていま
したが、それを上回ることが確か
なようです。

こ
の
「
花
」

　
見
た
こ
と
あ
り
ま
す
か

　
先
月
上
旬
ご
ろ
の
話
で
、
ち
ょ
っ
と

古
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
越
中
屋
さ

ん
の
庭
に
咲
い
た
「
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
」

で
す
。
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
地
に
も
自
生

し
て
い
る
山
野
草
と
「
新
潟
日
報
」
に

出
て
い
ま
し
た
。

　
ご
主
人
は
「
今
年
初
め
て
咲
い
た
も

の
で
、
ど
う
し
て
こ
こ
に
根
付
い
た
の

か
わ
か
ら
な
い
」
と
の
こ
と
。

！　
懸

灘

　　騨
　　　　騰　　　　　i鰯　　騰
ロ

i干・手地区の
ロ

i　　大運動会ロ

1　千手地区体育振興会では、今年
　

1も大運動会を行いました。
じ

1　8月28日の千手小学校グランド
じ

1は、終日にぎわいました。
ロ

1　写真は綱引きでパワーを発揮す
ほ

。る1分団チーム

3

嚢．サラ金二
馨　　　　　借りる剛に

護　　　6つの自己チェック

馨　
鞍　
灘

10万円借りて1年間返さなかったときの利息額比較表

元 金　　10　　万　　円 署年の利息額

いまの法律で認められた
利息の上限 日歩30銭 年利109．5％　　　109，500円

サ

一

58．日．1に施行される
法律での利息の上限 日歩20銭 年利73．00％ 73，000円

フ
同じく4年目以降の利。感

の上限 日歩15銭 年利54．75％ 　　　　　　154，750円
金

同じく6年目以降の法律
で定めた日からの上限 日歩10．96銭 年利40．004％　　　　40，004円

信 販 会　社 日歩8。2銭 年利30．00％　　　　30，000円
（平均）

銀行系クレジット・カード　ニ 日歩4．9銭 年利18．00％ 18，000円

民間金融機関消費者ローンE二ニコ 日歩3．7銭 年利13．5％　　　　13，500円

　急にお金が必要になることもあ

りますが、そうなったときでも、

次のことをもう一度考えてみまし

ょう。

①ほんとうに必要なお金かどうか

②親類、知人から借りることはで

　きないか

③金利の安い郵便局、銀行、その

　他の金融機関などを利用できな

　いか
④やっぱり、サラ金から借りなけ

　ればならないだろうか

　これらを自分だけではなく、家

族、特に夫婦で十分話し合うこと

です。

　そして、サラ金から借りざるを

得ない場合も、さらに

⑤果たして自分の収入で返せるか

⑥利息を含めていつまでに、どの

　ような方法で返すか

を確かめることです。

　一般的に毎月の返済額が平均月

収の2割を超えると、返すことは

難しいと言われています。健全な

生活を送るためには1割以内にと

どめておきたいものです。何事も

計画性と慎重さがたいせつです。
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九
月
九
日
は
「
救
急
の
日
」
、
そ
し

て
、
こ
の
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
「
救

急
医
療
週
間
」
で
す
。

　
川
西
分
遣
所
で
は
、
こ
の
機
会
に
救

急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
の
協
力

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◎
救
急
車
を
利
用
で
き
る
場
合
は
次
の

　
と
お
り
で
す
。

ω
災
害
に
よ
り
生
じ
た
事
故
、
屋
外
・

　
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所
で
起
こ
っ

　
た
事
故
で
傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
緊

　
急
に
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

勿
屋
内
の
事
故
で
傷
病
者
を
緊
急
に
医

　
厄
療
機
関
へ
搬
送
す
る
ご
と
が
必
要
で

　
あ
る
が
適
当
な
手
段
が
な
い
場
合

◎
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
救
急
車
を
利

　
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

qD
緊
急
に
搬
送
す
る
必
要
の
な
い
傷
病

　
者

鋤
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
搬
送

　
で
き
る
傷
病
者

鋤
け
が
や
病
気
で
な
い
酔
っ
ぱ
ら
い

◎
救
急
車
が
必
要
な
と
き
は
、
　
「
1
1

　
9
番
」
で
次
の
こ
と
を
落
ち
着
い
て

　
は
っ
き
り
と
話
し
て
く
だ
さ
い
。

qD
救
急
車
に
来
て
ほ
し
い
町
名
．
目
標

物
等

勿
傷
病
者
の
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・
世

帯
主
の
氏
名

鋤
傷
病
者
の
容
体
・
状
況
等

＊
救
急
車
の
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
が
聞

　
こ
え
た
ら
屋
外
に
出
て
案
内
し
て
く

　
だ
さ
い
。

必
要
性
の
判
断
を
的
確
に

▼
事
故
で
負
傷
し
て
い
る
人
を
発
見
し

　
た
ら
、
負
傷
の
「
箇
所
」
と
「
程
度
」
、

　
ま
た
、
急
病
の
場
合
は
「
ど
こ
が
悪

　
い
か
」
を
調
べ
、
そ
の
場
で
の
応
急

　
処
置
で
回
復
す
る
か
、
医
療
機
関
で

診
察
が
必
要
で
あ
る
か
を
判
断
し
て

　
く
だ
さ
い
。

▼
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
場
合
、

救
急
車
を
要
請
す
べ
き
か
、
自
家
用

車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
で
行
か
れ
る
か

を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ピ
ー
ポ
ー
サ
イ
レ
ン
」
は

　
二
・
五
日
に
一
回
の
割
合

救
急
車
の
出
動
回
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
で
川
西
町
内
に
出
動
し

た
回
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
出
動
合
計
　
百
四
十
七
回

内
訳

・
交
通
事
故
　
　
三
十
九
回

・
一
般
負
傷
　
　
二
十
一
回

・
急
病

・
そ
の
他

七
十
回

十
七
回

台
風
の
“
強
さ
”
と

“
大
き
さ
”

　
「
強
い
風
と
雨
を
伴
っ
た
“
大
型
”

で
“
な
み
”
の
台
風
○
○
号
が
、
進
路

を
北
北
東
に
変
え
…
…
」

　
台
風
の
動
き
が
気
に
な
っ
て
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
る
と
、

「
強
い
、
な
み
、
大
型
、
小
型
」
と
い

っ
て
台
風
の
規
模
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
台
風
の
“
強
さ
”
と
“
大
き
さ
”
は

次
の
表
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
ま
す
。

台風の大きさ、強さの表現

大きさの分類 強さの分類

程　度 1000ミリノく一一ノレ

の等圧．線の半径 階　級 中心気圧

ごく小さい 100km未満 弱　い 990ミリバール以上

小　型（小さい） 100～200未満 な　み 960～989

中　型（な　み） 200～300未満 強　い 930～959

大　型（大きい） 300～600未満 非常に強い 900～929

超大型（非常に大きい） 600以上 猛烈な 900未満

　－遷乳

浮オっ
’起愉
●●●

姜し
鑑自の

9げ・D

擁■

蓼慢
”．．●・●

●く喪さ．

　　噂岳撫5咄
　　　　　　　　　．・o●。．

絵
を
描
く
と
き
は

充
実
し
た
気
分
に

　
　
山
野
田

　
　
　
　
北
村
フ
ミ
子
さ
ん

　
写
真
の
作
品
は
、
　
「
花
」
と
い
う

題
の
日
本
画
で
あ
る
。
小
菊
と
百
日

草
を
あ
し
ら
っ
て
い
る
。

　
「
私
は
、
野
に
咲
い
て
い
る
花
が

好
き
で
す
。
花
は
身
近
に
あ
り
、
き

れ
い
で
す
か
ら
ね
エ
…
…
」

　
北
村
さ
ん
は
笑
み
を
浮
か
べ
な
が

ら
話
す
。

　
「
小
学
校
一
年
生
の
と
き
、
ク
ラ

ス
で
た
っ
た
一
人
絵
の
賞
状
を
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
ね
エ
」

　
そ
れ
が
美
術
の
道
へ
進
む
よ
う
に

な
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
へ

の
こ
と
で
あ
る
。

　
「
大
学
で
は
日
本

し
し
ゆ
う
を
専
門
に

や
っ
て
い
ま
し
た
」

　
五
十
一
年
四
月
か

ら
五
十
三
年
三
月
ま

で
は
、
川
西
高
校
の

美
術
の
講
師
を
さ
れ

て
い
た
。

　
「
そ
れ
か
ら
し
ば

ら
く
絵
の
ほ
う
か
ら

出

は
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
子
供

が
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で

ま
た
始
め
ま
し
た
」

　
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
た
め
に

始
め
た
も
の
で
は
な
い
。

　
　
「
絵
を
夜
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

描
い
て
い
る
姿
を
子
供
に
見
せ
る
の

は
良
い
こ
と
と
思
い
ま
し
て
ね
エ
。

絵
筆
を
持
っ
た
と
き
は
主
人
や
子
供

の
こ
と
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
充

実
し
た
気
分
に
な
る
ひ
と
と
き
で
す
。

自
分
で
楽
し
む
と
い
う
か
苦
し
む
と

い
う
か
で
す
が
．
．
．
…
」

　
毎
年
、
町
の
美
術
協
会
が
秋
に
行

う
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
に
出
品
す
る

の
も
、
一
つ
の
励
み
と
な
る
。

　
　
「
今
ま
で
は
写
生
的
な
絵
で
、
褐

色
系
統
を
多
く
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
の
色
を
使
っ

た
絵
を
描
き
た
い
で
す
。
人
物
な
ど

も
手
が
け
て
み
た
い
で
す
」

　
こ
れ
が
、
多
忙
の
主
婦
北
村
さ
ん

の
抱
負
で
あ
る
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
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公民館だより
9月と10月上旬の社会教育日程

期日 学級講座名 学習時間 会　　　場

9・13依） ゲートボール審判講習会 午前10＝00～ 総・合　体　育　館
および川西中グランド

9・13依） 青年学級（スポーツ） 午後8＝00～ 上野小学校
9・14＠ゆ 三箇高齢者学級 午後1＝30～ 三箇憩の家
9・16㈹ 橘高齢者学級 午後2＝00～ 橘　　分　　館

9・16（金） 青年学級（料理） 午後7：30～ 総合ゼンター
9・19（月） 田中体力つくり学級 午後8＝00～ 田中、公民館

9・20依） 中仙田高齢者学級 午後1：30～ 中仙田公民館

9・20依） 青年学級（スポーツ） 午後8＝00～ 上野小学校
9・21㈱ 赤岩高齢者学級 午後2＝00～ 赤谷集落センター

9・21毬） 千手婦人学級 午後8：00～ 総合センター

9・22休） 千手家庭教育学級 午後8：00～ 総合センター
9・26（月〉 木落婦人学級 午後8＝00～ 木落公民館
9・27依） 上野高齢者学級 午後2＝00～ 上　野　分館

9・27依） 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
9・28伝） 白倉高齢者学級 午後2＝00～ 小白倉集落セ写一

10・4依） 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
10・5（幻 橘地区高齢者学級

史　　跡　　め　　ぐ　　リ
午前9：00～ 郡市内一円

10・7㈲ 青年学級（料理） 午後7：30～ 総合センター

10・7㈲ 新町婦人学級 午後8＝00～ 新町公民館
10・11㊨ 青年学級（スポーツ） 午後8：00～ 上野小学校
10・11ψり 室島家庭教育学級 午後8：00～ 室島集落センター

10・12＠ゆ 千手・上野地区高齢者学級
史　　跡　　め　　ぐ　　リ

午前9＝00～ 郡市内一円
10・12◎ゆ 上野婦人学級 午後8＝00～ 上　野　分　館

10・13休） 仙田婦人学級 午後8＝00～ 中仙田集会所

三
種
・
二
種
混
合
の

　
　
予
、
防
接
種

三
種
混
合
（
百
日
ゼ
キ
・
ジ
フ
テ
リ

ァ
・
破
傷
風
）
と
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種
一
期
二

壬
面
目
と
二
期
を
実
施
し
ま
す
。

◎
対
象
者

▽
三
種
混
合

　
一
期
・
五
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
五

　
　
十
六
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
の
間
に
生
ま
れ
た
人

　
　
・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四

　
　
歳
ま
で
の
人

二
期
・
五
十
四
年
九
月
一
日
か
ら
五

　
　
十
五
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
　
の
間
に
生
ま
れ
た
人

　
　
・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
五

　
　
歳
六
か
月
ま
で
の
人

▽
二
種
混
合

一
期
・
五
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら

　
　
五
十
四
年
八
月
三
十
一
日
ま

　
　
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
、

　
　
三
種
混
合
の
一
期
を
完
了
し

　
　
て
い
な
い
人

二
期
・
五
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら

　
　
五
十
三
年
五
月
一
日
ま
で
の

三種・二種混合〔一期2回目〕

期日 時　　間 会　場

9月22日 午後2：00～2：30 橘出張所
22日 2：40～3：00 白倉小学校

26日 1：30～2：00 克雪センター

28日 1＝30～2：00 総合センター

30日 1：30～2：00 母子センター

三種・二種混合〔一期3回目・二期〕

間
に
生
ま
れ
た
人
で
、
二
種

混
合
の
一
期
を
完
了
し
て
い

る
人

・
三
種
混
合
の
二
期
を
完
了
し

て
い
な
い
人

・
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
六

歳
ま
で
の
人

期日 時　　間 会　場

10月13日 午後2：00～2：40 橘出張所
13日 2：50～3：10 白倉小学校

17日 1：30～2：00 克雪センター

19日

峠
1：30～2：30 総合センター

21日 1：30～2：10 母子センター

　
　
灘

　
　
騰

　
　
灘

難
＼

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
投
与

秋
期
ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生

　
一
期
・
五
十
八
年
二
月
一
日
か
ら
五

　
　
十
八
年
六
月
三
十
日
の
間
に

　
　
生
ま
れ
た
人

二
期
・
五
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
五

　
　
十
八
年
一
月
三
十
一
日
の
問

　
　
に
生
ま
れ
た
人

○
今
ま
で
に
受
け
な
か
っ
た
四
歳
ま

　
で
の
人

0
0
1
1
1
1
0
9
9
1
0
0
9
1
■
9
1
6
1
1
1
1
8
0
1
0
1
1
1
0
0
0
1
1
e
O
l
O
O
O
O
I
O
O
聖
1

期　　日 時　　　　間 会　　場

10月3日 午後1：30～2：00 総合センター

4日 2：00～2二30 克雪センター

5日 1：30～2：00 上野連絡所

6日 2：00一’2：30 橘出張所

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

犬
の
飼
育
に
は
、
生
後
三
か

月
以
上
か
ら
、
年
一
回
の
登
録
表

と
年
二
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
程

が
、
法
律
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
日

れ
て
い
ま
す
．
　
　
　
射

中
に
は
、
首
輪
に
鑑
札
が
な
注

か
っ
た
り
、
放
し
飼
い
を
し
て
、
防

他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
予

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
病

首
輪
に
は
必
ず
鑑
札
、
注
射
犬

済
票
を
つ
け
、
愛
犬
手
帳
の
飼
狂

育
者
心
得
を
守
り
、
正
し
い
飼

育
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

期　日 会　　　　　場 時　　　　　間

10月4日

（火）

上野連絡所前 午前　　10300～10340

白倉消防小屋前 ”　　　　　11300　～　11：20

岩瀬集落センター前 ”　　　　　11：30　～　　1：50

中仙田公民館前

ド
午後　　1：20～　2：00

室島集落センター前 ”　　　　　　2：20　～　　2：40

10月5日

（水）

橘　出　張　所　前 午後　　1：20～　2：00

千手保育園脇 ”　　　　　　2310　～　　3：00

※当日は、印鑑と料金1，610円（登録をする場合は3，710円）、

　それに通知ハガキを持参ください。
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出息
善次

の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
高
橋
一
嘉
さ
ん

　
万
円

（
中
屋
敷
）
か
ら
十

幽
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
野
沢
猛
さ
ん
（
野
口
）
か
ら
五
万
円

※
樋
口
虎
一
さ
ん
（
田
戸
）
か
ら
一
二
万

　
円
，

※
須
藤
良
平
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
五
万

　
円

※
木
島
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で
一

　
万
円

※
藤
巻
勇
さ
ん
（
塩
辛
）
か
ら
一
二
万
円

囹
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

※
丸
山
益
平
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
身

　
障
者
用
上
履
き
（
ズ
ッ
ク
）
四
足

、

麟
隊
騰
鱗
灘
嚥

・
丸
山
鉄
四
郎
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

　
あ
て
が
い
　
う
ち
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

　
当
擢
、
打
擢
、
滑
車
、
イ
カ
リ
、
垢

　
取
り
、
サ
オ
ジ
リ
（
船
用
）
、
ッ
マ

　
カ
ケ
、
ほ
か
数
点

．
引
間
健
二
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、
大

な
べ
　
　
　
　
ど
っ
く
り

鍋
、
貧
乏
徳
利
、
ア
ン
カ
、
ヤ
カ
ン
、

ほ
か
数
点

・
高
橋
由
一
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、

　
と
う
ゆ

桐
油
、
桐
油
紙
（
仙
田
和
紙
）

・
茂
野
寅
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
、

痘
腐
作
り
道
具
一
式
、
ワ
ッ
パ
、
鉄

カ
ま釜

、
ズ
リ
、
ほ
か
数
点

晴
内
謬

薫超＼　
　
　
覧
覧
、
　
　
覧
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
l
l
q
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
ご
覧
監
、
、

「
松
葉
荘
」
で

米
の
銘
柄
当
て
と
試
食
会

臨lllooo8510監Illl川

、螺

メ
ー
タ
i
器
の

　
　
　
　
点
　
検
　
を

　
こ
の
と
こ
ろ
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ

ッ
キ
ン
や
パ
イ
プ
の
損
傷
に
よ
る
漏
水

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
お
宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
と
配
管
の
点

検
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
役
場
水
道
係

へ
ま
ず
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ダ停電の　嫡、
　　　わ多ロうせ
●10月6日（木）／午前9時から

正午まで、下原・四十歩．

●10月7日　（金）／午前9時から

　午後1時まで、中仙田・田戸・

越ケ沢・赤谷・岩瀬・大倉・大

白倉・小白倉．

6
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魎
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。
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三
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．
…
甲
9
．
．
．
騨
3
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一
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．
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．
．
．
…
．
．
．
働
．
噂
…
一
．
．
．
．
．
一
一
亀
．
一
．
．
鑑
．
0
9
．
…
一
q
一
．
．
3
一
一
曜

」銘柄当てrムズカシイです

　
先
月
二
十
九
日
に
「
松
葉
荘
」
で
行

わ
れ
た
米
の
銘
柄
当
て
と
食
味
比
較
感

応
テ
ス
ト
は
、
関
係
者
と
一
般
参
加
の

主
婦
の
皆
さ
ん
な
ど
、
四
十
人
余
り
が

出
席
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
川
西
町
米
消
費
拡
大
推
進

協
議
会
が
、
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た

め
、
ご
飯
を
中
心
と
し
た
食
生
活
を
見

直
し
て
い
た
だ
こ
う
と
計
画
し
た
ユ
ニ

…
香
り
と
つ
や
で

一ー
ク
な
催
し
で
す
。
当
日
は
、
テ
レ
ビ

局
を
は
じ
め
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
も
詰
め

か
け
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
食
べ
慣
れ
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
、
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
、
そ
れ
に

宮
城
県
産
の
サ
サ
ニ
シ
キ
と
標
準
米
の

四
品
種
を
試
食
し
て
、
そ
の
品
種
名
を

当
て
、
ま
た
そ
の
味
覚
を
、
香
り
、
つ

や
、
歯
ざ
わ
り
、
う
ま
み
な
ど
の
項
目

ご
と
に
比
較
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ト
ド
ロ
キ
ワ
セ
」

歯
ざ
わ
り
と
う
ま
み
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

た
Q

　
関
係
者
を
除
く
三
十
六
人
の
回
答
者

の
皆
さ
ん
が
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
気
に

し
な
が
ら
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
あ

れ
こ
れ
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
、

全
品
種
の
正
解
者
が
六
人
出
ま
し
た
。

早
速
、
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
銘
柄
ご
と
の
食

昧
比
較
で
は
、
香
り
と
つ
や
で
「
ト
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ロ
キ
ワ
セ
」
、
歯
ざ
わ
り
と
う
ま
み
で

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
に
軍
配
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
米
飯
モ
デ
ル
献
立
試
食
会
で
は
、
天

下
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
サ
サ
ニ
シ
キ
を
お

か
わ
り
し
な
が
ら
、
ご
飯
の
お
い
し
さ

を
楽
し
く
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
参
加
の
皆
さ
ん
か
ら
、
口
を
そ

ろ
え
て
「
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
実
施
し

て
ほ
し
い
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

「
日
本
一
う
ま
い
米
」
の
ふ
る
さ
と
川

西
町
を
改
め
て
見
直
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
も
、
ご
飯
の
良
さ
を
町

の
内
外
に
ま
で
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

切庶韻貿猷
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ユ柄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

銘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

ま味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

食
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

加参

品種 標準米 コシヒカリ ササニシキ
トドロキ
ワ　　　セ

におい 4 2 3 1

っ　　や 4 2 3 1

歯ざわり 4 1 3 2

うまみ 4 1 3 2
　　　　　　よいと思つた順に1………4の番号　　　　　　　　r」　一ノ畢’
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轡
．
一
一
三
。
…
9
三
一
一
6
一
。
三
一
．
．
一
一
。
三
き
。
三
囎
一
．
．
一
ξ
一
．
．
．
．
一
三
一
．
．
一
一
三
。
．
．
．
一
｛
噸
．
．
．
。
…
一
一
．
．
．
｛
．
．
．
．
ぎ
…
ξ
一
㌔
～
●
㌔
．
～
．
一
一
．
一
一
ξ
。
一
三
｛
一
．
．
．
，
ぎ
。
一
．
．
。
。
三
一
一
．
～
一
一
一
圭
｛
一
三
，
一
…
。
…
三
一
一
．
．
～
一
一
一
．
一
～
一
一
一
三
三
一
一
．
9
一
。
毫
騨
齢
一
一
，
三
｝
…
一
一
一
．
～
一
一
。
．
一
～
毫
～
三
㌔
．
．
一
ξ
。
．
．
一
一
．
三
噂
一
．
一
9
三
一
り
．
．
～
一
き
～
毫
…
一
｛
…
～
竃
一
～
一
一
一
3
；
一
…
一
一
三
軸
；
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E
）

入
浴
と
体
重
測
定

　セル

フ
．
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
8

　
（
健
康
自
己
点
検
）
　
拓

　
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
の
お
風
呂
は

格
別
で
す
。
一
日
の
疲
れ
が
ふ
っ
と

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
入
浴
は
、
湿
度

が
高
い
日
本
で
は
、
欠
く
こ
と
が
で

き
な
い
習
慣
の
一
つ
で
す
。
冬
は
保

温
に
、
梅
雨
ど
き
に
は
発
汗
作
用
と

な
り
、
夏
は
汗
と
汚
れ
を
洗
い
流
し

て
、
疲
れ
を
取
り
去
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
で
は
、
入
浴
は
ど
ん
な

螺
作
用
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

①
皮
膚
を
清
潔
に
し
、
発

　
汗
作
用
を
促
す

②
血
行
を
良
く
し
、
新
陳

　
代
謝
を
高
め
る

③
水
の
浮
力
で
筋
肉
の
負

　
担
を
軽
く
し
、
疲
労
を

　
回
復
さ
せ
る

④
神
経
の
緊
張
を
和
ら
げ

　
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ

　
る
と
と
も
に
、
安
眠
に

　
も
役
立
つ

　
こ
の
よ
う
に
、
習
慣
と

な
っ
て
い
る
入
浴
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
と
作
用

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
入
浴
は
体
力

　　　　ミナ寸ママノノz霧鰺

4孤～～～．難

一

を
消
耗
さ
せ
、
長
湯
は
脳
卒
中
の
引

き
金
と
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
お
年

寄
り
、
血
圧
の
高
い
人
、
病
後
の
人

は
、
長
湯
と
熱
い
湯
は
ぜ
っ
た
い
に

避
け
る
と
と
も
に
、
湯
ざ
め
を
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
風
呂
上
が
り
に
は
裸
と
な
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
つ
い
で
に
体
重
を
測
っ

て
く
だ
さ
い
。
体
重
測
定
は
、
だ
れ

に
で
も
で
き
る
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
の

一
つ
で
す
。
　
（
い
つ
も
同
じ
条
件
で

測
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
）

　
「
最
近
、
急
に
太
っ
た
、
や
せ
た
」
。

こ
ん
な
と
き
に
は
そ
の
原
因
を
考
え

て
く
だ
さ
い
。
食
べ
過
ぎ
、
運
動
不

足
、
過
重
労
働
が
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　
定
期
的
に
体
重
を
測
る
こ
と
は
、

健
康
状
態
を
正
し
く
把
握
す
る
上
で

非
常
に
有
意
義
で
す
。

糞購饗，曽
緊
葛
葛
曝
葛
葛
骸
葛
犠
膿
葛
骸
犠
纂

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

長
谷
川
晃
一

丸
山
作
治

南
雲
サ
ヲ

工
藤
そ
た
ち

須
藤
喜
作

高
橋
茂
雄

山
ロ
　
タ
ツ

相
崎
軍
平

赤
谷

四
十
歩

中
仙
田

発
電
所
通
西

仁
田

坪
山

仁
田

下
平
新
田

九九八八七七六二
二〇四一三二三一

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ひ
で
あ
き

山
田
　
英
明
　
健
一
　
長
男
仁
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
帆
ゴ
凝
i
。
9
ξ
；

欝
小
わ
響

が
織
・
紀
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

◎
夏
草
の
刈
ら
れ
て
細
き
流
れ
あ
り

○
と
つ
ぐ
子
の
町
の
あ
た
り
か
遠
花
火

　
屋
根
を
塗
る
父
に
厳
し
き
残
暑
か
な

　
夜
廻
り
に
会
う
て
な
つ
か
し
盆
の
月

　
水
番
の
か
け
こ
ん
で
来
し
雷
雨
か
な

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

◎
新
し
き
花
莫
産
敷
き
て
盆
供
養

○
桃
の
葉
の
匂
ひ
る
湯
浴
み
汗
疹
の
子

　
蝸
に
目
覚
め
て
今
日
も
炎
暑
な
る

　
　
　
た
つ
や

小
林
達
矢
均

　
　
　
な
お
と

茂
野
直
人
晶
人

　
　
　
は
や
と

茂
野
隼
人
晶
人

　
　
　
し
ん
じ

野
澤
新
司
稔

　
　
な
　
つ
　
こ

野
上
奈
津
子
　
久
男

　
　
　
あ
ゆ
み

保
坂
　
　
歩
孝
藏

二二長二長長女女男男男男
新
町
新
田

学
校
町

学
校
町

野
　
口

東
善
寺

田
中
町

心
配
ご
と
相
談

　
・
9
月
14
日
．
．
．
．
．
．
・
・
．
橘
出
張
所

　
・
9
月
21
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
・
9
月
28
日
…
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
（
行
政
相
談
も
行
い
ま
す
）

　
・
10
月
5
日
．
．
…
…
上
野
連
絡
所

　
・
10
月
12
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

　
雲
の
峰
東
に
あ
り
雨
も
た
ず

　
蝉
し
ぐ
れ
遠
き
記
憶
の
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

◎
六
地
蔵
墓
参
の
水
を
浴
せ
ら
る

○
灯
の
一
つ
一
つ
消
え
ゆ
く
盆
の
墓

　
百
姓
の
夜
明
け
の
草
を
刈
り
急
ぐ

　
刈
草
の
纒
め
て
あ
り
し
草
い
き
れ

　
草
の
実
の
入
ら
ぬ
う
ち
に
引
け
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

○
手
花
火
の
落
ち
た
る
と
き
の
闇
の
濃
き

梅
の
実
の
干
さ
れ
て
あ
り
し
草
の
庭

片
蔭
や
夏
菊
の
花
む
ら
さ
き
に

ふ
し
く
れ
し
指
の
器
用
に
鰻
剥
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

青
芒
峠
の
茶
屋
に
一
服
す

巽　　　　　　　　　　　　　σぐ・も　　　　　　　　　　　　・響
難日曜営業（（輪番制）の嚢8月の交通事故発生件数蝉
露’　　　　　　　　　　　　　　　　　　，3亨　　　　　　　　　　　　　　　　　？◎・b

lガソリンスタ礒謝誘lll
a二く・9月11日龍巳石油　繋死　者0（o）0（2）？．ζ

1・9月18日新潟川西農協1舞暴1郷嚢

蓬・9月25日米岡石油　熱0内は前年比較蔓‡
摂　　　　　　　　　　　　　桑2参X‘覗受X交X受嘉二毒；蛮嘉1苓変そ；宝曇：

背
を
ま
る
く
夕
餉
の
牛
に
青
芒

洗
濯
機
中
に
西
瓜
を
冷
し
を
り

川
の
面
に
夕
暮
う
つ
り
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
　
左
木
人

草
苺
父
が
ワ
ッ
パ
の
山
土
産

炎
天
の
鉄
扉
非
情
に
姉
葬
る

夕
涼
み
一
番
星
に
真
向
い
て

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

朝露の

蜘
蛛
糸
を
張
り
青
す
す
き

草
そ
ぶ
の
手
の
ま
ま
祭
客
と
な
り

白
百
合
の
点
々
と
咲
き
青
芒

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
　
　
S
　
子

登
り
き
て
展
望
台
に
汗
を
拭
く

吹
き
な
び
く
芒
の
波
の
立
ち
か
え
り




